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現在全国的にナラ枯れと言われる樹木の被害が報告されている。被害木はブナ科樹木が対象で、ミズナラ、コナラ、シイ、アラカシ、ブナ等多岐に渡る。このブナ科樹木は日本国内森林の３分の１を占めており、もともと戦前から報告されている病害ではあるが、問題となっているのは近年のその感染拡大のスピードである。日本全国の被害面積が０４年度の時点で１１１４ヘクタールと９９年比でなんと３倍にまで拡大しているのだ。また福島県での例では０３年に県西の一部で留まっていた被害がたった１年間で４０ｋｍも拡大し県中央部猪苗代湖付近まで到達した。それまで拡大スピードが年２～１０ｋｍであったということを考えると、その異常さが際立つ。神奈川県でも県内最大の山地である丹和山地で、林立するブナ林に同様の被害が１９７０年代から出ており、全く人事で済ませられる問題ではない。

感染の経路としてはカシノナガキクイムシと呼ばれる甲虫が木の中を食害していく過程で、カビの一種である糸状菌を樹木内部に侵入させ感染が起こる。感染した木は水不足に陥り急速に枯れ死していく、対策としては媒介者であるカシノナガキクイムシを退治する為、樹の幹に薬剤を塗る方法やポリエチレンシートで幹を覆い侵入を防ぐ方法などがある。また最近の対策例としては甲虫の天敵生物である線虫を使う所謂生物農薬による方法がある。

　ただこの病害の最大の問題である「なぜここにきて急激に感染域が拡大しているのか？」という点については明確な原因が判明していない。説としては他説有り、温暖化によりブナ科樹木の適温からはずれてきていることが原因とする説（ただし６０年以上前に冷涼な地域で発生しており全てが温暖化だとは言えない）日本人のライフスタイルの変化により山の管理（間伐等）が大幅に減ったことで山自体の抵抗力が弱くなったとする説（ただ同じ山でもナラ枯れは一部分だけで起こる事が多いので温暖化説同様、やはりこれだけが原因とはいえない）等この他にも多説ある。

やはり様々な要素が複合した結果この問題が急速に起こっていることを疑うべきであろう。
ただ複合要素の中でもここ数年急増していることを考えると、なにかが同様にしてここ数年急増したと考えるのが自然である。
以下に自分が考えられるここ数年急増した環境関連のものをピックアップした

・日本のCO2濃度

・日本の化石燃料の使用量

・中国からの黄砂飛散量

・日本の土壌汚染の発生件数
さて、ここで自分としては　“黄砂”　の増加を疑っている。

「黄砂が飛散してくる」と名前だけ聞くと砂が飛んでくるだけで喘息などは増えるがそれ以上の問題は起こさないと考えるかも知れない。しかし最近の研究でこの黄砂に鉛などの重金属、他多種多様な有害化学物質（ダイオキシン類や芳香族化合物）、ウイルスや病害細菌、また中国から飛散する途中にある日本の太平洋ベルトから主に発生する硫黄酸化物や窒素酸化物を吸着することが研究でわかっている。（黄砂粒子が大気環境に与える影響の解明を目指して 名古屋大学太陽地球環境研究所大気圏環境部門 松見研究室、２００６年５月１２日）そして吸着時に黄砂の粒子が触媒となって、二酸化硫黄ガスが黄砂粒子の表面に反応し硫酸イオンになることや、中国主要都市の大気に多く含まれる硫酸アンモニウムが、湿度が高いときに黄砂に吸着され、黄砂中のカルシウムがアンモニアと置換反応して硫酸カルシウムになることも分かっている。（「大気エアロゾルの計測手法とその環境影響評価 手法に関する研究」の概要 西川雅高、環境儀 No,8、国立環境研究所）

この硫酸、窒素イオンはとても厄介なもので樹木に触れるだけで葉や幹を弱らせるだけではなく、土壌中の酸性度を上げ、木を更に衰弱させる。今回のプロジェクトでも炭を撒くことでこの土壌の酸性化を、炭に付着する塩基性灰で中和し、炭特有の微細な孔で酸性化を進める物質を吸着することで防ごうとしている。いくつかの地域で実際にこの炭まきが効果を上げているところを見ると土壌の酸性化、そして炭による中和は効果があり、事実として土壌の酸性化が起こっていることが分かる。

自分が思うシナリオをまとめると、中国から飛来した黄砂は近年急増する日本、中国の化石燃料使用増加に伴い増加した上空の硫黄酸化物、窒素酸化物を吸着し黄砂を触媒とした形で化学反応を起こす。有害性を増した黄砂は丹沢山地をはじめとする日本各地の多くの樹木に降り注ぐ、その後雨が降ることで黄砂に付着した有害物質は樹木、土壌に浸透し木自体を弱くする。ここに温暖化により生息域を拡大したカシノナガキクイムシが侵入、糸状菌も木の抵抗を受けること無いため（または弱い抵抗のため）容易に樹木内にその感染を浸透させる。これにより急速に樹木は水不足に陥り枯れ死ぬ。

残念ながらナラ枯れと黄砂を結びつけた研究は現時点で存在しないが、可能性としてまったく無い話ではないと思っている。


今回の登山ではこの丹沢山地で起こっているナラ枯れを直接目で見ること、土壌サンプル、ナラ枯れによって枯れ死したと考えられる樹木から木片のサンプルを入手することを主目的とした。結果としては峰付近のナラ枯れは確認できなかったが山頂付近のナラ枯れの被害が目に見えてひどいものであった（山頂は峰付近にくらべより大気汚染の影響を受け易いからだろうか）、また枯れ死した樹木の幹に無数の小さい穴　恐らく糸状菌媒介者であるカシノナガキクイムシの進入路を確認できた。
今後土壌サンプル中にどのような金属が含まれているか、硫酸イオン等の酸性イオンが含まれているか、分析をすすめたいと思っている。
